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九
月
二
日
に
第
一
回
志
成
学
園
の
教
育
を
考
え
る
会
・

第
二
回
学
校
運
営
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

六
年
生
と
九
年
生
で
実
施
し
た
、
全
国
学
力
学
習
状
況

調
査
と
五
年
生
で
実
施
し
た
、
大
分
県
学
力
定
着
状
況
調

査
の
結
果
分
析
を
も
と
に
、
本

校
の
学
力
向
上
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
一
学
期
を
振
り
返
り
ま

し
た
。

全
国
・
県
の
学
力
調
査
と
も

に
、
全
教
科
で
大
き
く
全
国
平

均
を
上
回
っ
て
お
り
、
学
習
の
積

み
重
ね
の
成
果
と
し
て
現
れ
て

い
ま
す
。

協
議
で
は
、
国
語
力
の
大
切

さ
に
つ
い
て
や
前
期
課
程
と
後

期
課
程
で
の
指
導
内
容
の
ウ
エ

イ
ト
の
か
け
か
た
の
工
夫
の
必

要
性
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
主
学
習

の
発
達
段
階
に
よ
る
指
導
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
話
題
に
な
り

ま
し
た
。

学
校
運
営
協
議
会
で
は
、
学

校
か

ら

一

学

期
の
重

点

的

取
組

の
反

省

や

二

学

期
の

重
点
に
つ
い

て

提

示

を

し
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

家
庭
と
地
域
の
皆
様
に
お
願
い
し
た
い
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
【
家
庭
】

家
庭
学
習
の
確
立

○
保
護
者
は
、
設
定
し
た
重
点
期
間
中
、
わ
が
子
の
宿

題
の
取
り
組
み
の
確
認
や
声
か
け（
字
を
丁
寧
に
書

く
）を
す
る
。

【
地
域
】

学
習
支
援
の
工
夫

○
地
域
は
、
全
学
年
二
回
以
上
、
学
習
支
援
と
し
て
、

地
域
の
方
に
よ
る
支
援
を
行
う
。

■
【
家
庭
】①
あ
い
さ
つ
の
励
行

②
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ル
・
家
庭
学
習
ル
ー
ル
の
徹
底

○
家
庭
は
、
毎
日
、
家
庭
で
の
あ
い
さ
つ
を
大
人
が
先

に
実
践
す
る
。

○
家
庭
は
、
保
護
者
会
の
考
え（
で
き
る
人
が
で
き
る

と
き
に
）に
沿
っ
て
、保
護
者
に
よ
る
あ
い
さ
つ
運
動

を
行
う
。

○
保
護
者
は
、
設
定
し
た
重
点
期
間
中
、
家
庭
に
お
け

る
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ル
の
作
成
・
実
施
を
徹
底
す
る
。

○
保
護
者
は
、
設
定
し
た
重
点
期
間
中
、「
学
習
の
手

引
き
」
に
応
じ
た
学
習
が
で
き
る
よ
う
、
内
容
の
共

有
を
し
た
り
励
ま
し
の
声
か
け
を
し
た
り
す
る
。

【
地
域
】

進
ん
で
あ
い
さ
つ

○
地
域
は
、
毎
月
一
回
以
上
、
児
童
生
徒
へ
の
通
学
の

見
守
り
や
あ
い
さ
つ
運
動
を
行
う
。

■

【
家
庭
】

生
活
習
慣
の
確
立

○
保
護
者
は
、
体
調
不
良
等
を
除
き
、
毎
日
、
子
ど
も
の
自

力
登
校
に
努
め
る
。

以
上
、
本
校
の
目
標
実
現
に
向
け
て
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

九
月
六
日
に
八
年
生
が
国
見
海
浜
公
園
で
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
を
体
験
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
、カ
ヌ
ー
と
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
を
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
体
験
し
ま
し
た
。
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
や
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
も
楽
し
み
ま
し
た
。
午
後
は
、カ
ヌ
ー
競
争
で
活

動
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。（
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
掲
載
）

九
月
九
日
に
七
年
生
が
認

知
症
に
つ
い
て
学
習
を
し
ま
し

た
。
保
健
師
さ
ん
と
講
師
の
方

を
招
い
て
、
認
知
症
と
は
何
か

を
知
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
実
際
に
自
分
が
ど
の
よ
う

に
関
わ
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て

講
座
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。

学
習
後
は
、
認
知
症
の
方
々

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
証
で
あ
る

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。



九
月
五
日
に
三
年
生
が
、
武
蔵
町
内
の
ぶ
ど
う

農
家
へ
社
会
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

三
年
生
は
、
社
会
科
の
学
習
で
農
家
の
仕
事
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
今
回
は
、実
際
に
農
家
の
方

の
話
を
聞
く
こ
と
で
、
生
産
の
工
夫
や
努
力
に
つ

い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ぶ
ど
う
も
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

九
月
二
十
七
日
に
第
五
回
と
な
る
文
化
祭
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、一
～
四
年
生
が
、
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
に
合
唱
で
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、「Enjoy

～
心
に
残
る
最

高
の
思
い
出
を
～
」で
し
た
。

約
三
週
間
、
発
表
内
容
を
決
め
、
合
唱
や
発
表

練
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ど
の
学
年
も
短

期
間
で
し
た
が
、
当
日
立
派
に
発
表
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

【
前
期
合
唱
】

『
と
ど
け
よ
う
こ
の
夢
を
』

間
奏
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
自
分
の
将
来
の
夢
を

語
り
ま
し
た
。

弾
む
よ
う
な
元
気
な

歌
声
に
前
期
の
子
ど
も
た

ち
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
し

た
。

【
学
年
合
唱
】

＊
五
年
：『
い
つ
だ
っ
て
』

＊
六
年
：『W

ish

～
夢
を
信
じ
て
～
』

＊
七
年
：
『
カ
リ
ブ
夢
の
旅
』

＊
八
年
：
『
マ
イ
バ
ラ
ー
ド
』

＊
九
年
：『
翼
を
広
げ
て
』

五
・
六
年
生
は
混
声
二
部
合
唱
、
七
・
八
・
九
年

生
は
混
声
三
部
合
唱
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
調

和
の
取
れ
た
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

【
学
年
発
表
】

＊
六
年
：
「
蛇
谷

Story
T

elling
and

Perform
ance

」

蛇
谷
伝
説
を
英
語

で
ス
ピ
ー
チ
し
、そ
の

後
、
蛇
谷
太
鼓
を
演

奏
し
ま
し
た
。

＊
五
年
：
「
（
映
画
）

ド
ラ
え
も
ん

吉
弘

楽
の
ひ
み
つ
」

吉
弘
楽
に
つ
い
て

調
べ
学
習
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
や
体
験
学
習

を
し
た
こ
と
を
プ
レ
ゼ
ン
に
ま
と
め
て
、グ
ル
ー

プ
ご
と
に
発
表
し
ま
し
た
。

＊
七
年
：
「
国
東
ち
ょ
い
見
え
！
イ
ッ
テ
Ｋ（
く

ー
）！
～
国
東
農
業
遺
産
の
魅
力
」

世
界
農
業
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
、
国
東

の
シ
イ
タ
ケ
栽
培
や
た
め
池
、
七
島
藺
栽
培
に

つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
に
ま
と
め
発
表
し
ま
し
た
。

＊
八
年
：
「The

day
at

w
orkprogram

」

職
場
体
験
を
し
て
学
ん
だ
こ
と
や
感
想
に
つ

い
て
プ
レ
ゼ
ン
に
ま
と
め
発
表
し
ま
し
た
。
体

験
の
様
子
を
実
演
し
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し

た
。

＊
九
年
：
「
シ
ン
デ
レ
ラCCC

（
ト
リ
プ
ル
シ

ー
）」自

分
た
ち
で
脚
本
づ
く
り
か
ら
」
演
出
ま
で

を
手
が
け
た
創
作
劇
を
発
表
し
ま
し
た
。
コ
ミ

カ
ル
な
演
技
の
中
に
も
、テ
ー
マ
が
あ
り
、
感
動

的
な
舞
台
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
個
人
発
表
と
し
て
、
九
年
生

の

さ
ん
の
ダ
ン
ス
ユ
ニ
ッ

ト
に
よ
る
息
の
合
っ
た
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
文
化
祭
を
通
し
て
、ク
ラ
ス
で
一
つ
の
こ

と
を
や
り
遂
げ
る
経
験
や
協
力
・
協
働
す
る
こ

と
の
大
切
さ
、
自
己
表
現
の
機
会
な
ど
多
く
の

５年生合唱の様子

学
び
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
保
護
者

や
地
域
の
た
く
さ
ん

の
方
々
に
ご
来
場
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
終
了

後
、
た
く
さ
ん
の
感
動

の
声
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
が
ん
ば
っ
た
子

ど
も
た
ち
に
今
一
度

賞
賛
の
声
を
か
け
て

あ
げ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
。

６年生の発表５年生の発表７年生の発表

８年生の発表 個人発表

９年生の発表

十
月
二
日
か
ら
中
体
連
の
新
人
戦
が
始
ま
り

ま
し
た
。
本
校
の
生
徒
が
加
入
し
て
い
る
競
技
で

は
、
野
球
が
雨
の
た
め
、
後
日
に
延
期
と
な
っ
て
い

ま
す
。
従
っ
て
、
卓
球
、テ
ニ
ス
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が

市
内
各
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
移
行
し
て
い
る
剣
道
は
、
五
日

に
、
サ
ッ
カ
ー
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、
十
月
中

旬
に
行
わ
れ
る
県
の
大
会
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

結
果
を
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

☆
男
子
卓
球

団
体

優
勝

☆
女
子
卓
球

団
体

優
勝

☆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
国
見
中
と
合
同
）

第
三
位

☆
卓
球

【
個
人
の
部
】

【
一
年
男
子
の
部
】

第
一
位
：

さ
ん（
七
年
）

第
二
位
：

さ
ん（
七
年
）

第
三
位
：

さ
ん（
七
年
）

【
一
年
女
子
の
部
】

第
三
位
：

さ
ん（
七
年
）

【
二
年
男
子
の
部
】

第
三
位
：

さ
ん（
八
年
）

【
二
年
女
子
の
部
】

第
一
位
：

さ
ん（
八
年
）

第
三
位
：

さ
ん（
八
年
）

☆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

【
個
人
の
部
】

第
三
位
：

さ
ん

さ
ん

ペ
ア

※
個
人
戦
の
み
出
場

大
会
前
日
に
は
、

児
童
生
徒
会
執
行
部

が
企
画
し
、
激
励
会

を
行
い
ま
し
た
。
来

る
十
月
二
十
二
日
に

行
わ
れ
る
駅
伝
大
会

に
出
場
す
る
選
手
の

激
励
会
も
兼
ね
て
行

い
ま
し
た
。
恒
例
の

円
陣
を
組
み
、
心
を

一
つ
に
し
ま
し
た
。


